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高山村議会議員 山 嵜 秀 治            
質 問 事 項 質問の趣旨 

1、特別障害者手当に

ついて 
特別障害者手当は、精神又は身体に著しく重度の障害があり、日常生活に

常時特別な介護が必要な人に、月 2 万 9590 円が支給される国の制度である。

本村の受給者は令和 5 年度で 4 人と全国的に見ても少ない状況にあると思わ

れる。この制度の周知方法などについて伺う。 

 

質問要旨と質問 

① 長年、この手当の診断書を書いてきた医師によれば、車いすで介助が必要

な人や介護保険の認定で要介護 3 以上の人は認定される可能性があると

いう。要介護 3 以上は全国で 240 万人、対象外の特養入所 55.8 万人を引

くと 184.2 万人、この内この手当の受給者は 13.6 万人（7.3％）。これで

ももっと多くの人が受給できる可能性があるという。これを本村で見ると

要介護 3 以上 165 人、特養入所者 38 人（全国平均での試算）を引くと 127

人、全国の平均受給者は 7.3％なので、本村では 9 人となり、現状は 4 人

なので全国平均より低いと思われる。この制度についての周知はどのよう

にされているか。現在受給されている方の最新の受給開始年度はいつか。 

② 要介護４・５の方は受給できる可能性が高い、寝たきり高齢者等家庭介護

手当対象の 59 人（令和 5 年度）はさらに可能性があるのではないか。手

当の申請には医師の診断書が必要となる。申請してもすべての方が受給者

となるとは限らないため、診断書が「無駄」となることなどから申請を躊

躇される方もあるのではないかと思われる。認定されなかった場合は、医

師の診断書料金を村が補助するなどして申請を後押ししてはどうか。 

質 問 事 項 質問の趣旨 

2、学童保育について 
 

子どもたちが放課後や休みの日に、生活の場として安全に安心して過ごせ

る学童保育は、働く父母にとって、また児童にとっても大切なものとなって

いる。一層の充実を願い、村営での小学校高学年受け入れについて伺う。 

 

質問要旨と質問 
① 児童クラブの登録者数は、公立の高山村児童クラブが 67 人、私立が 42 人

となっている（令和 6 年 3 月 1 日現在）。公立、私立合わせて 1 年生が 36

人（44 人の 82％）2 年生 32 人（45 人の 71％）3 年生 23 人（35 人の 65％）

4 年生 8 人（43 人の 18％）5 年生 6 人（42 人の 14％）6 年生 4 人（53 人

の 7.5％）となり、高学年になるほど登録者数の割合が極端に減少してい

る。この数字からみると、児童クラブに預けたいという父母のニーズを十

分に受け止め切れていないのではないかと思うがどう考えているか。 

② 公立の児童クラブでも高学年（4 年生以降）の受け入れを行い、父母の学

童保育への選択肢を増やしニーズに応えていくべきでないか。 

 


